
当院では、症状・診療場面・患者リスク・流行状況に応じたマスク着用を行います。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

北千葉整形外科からのお知らせ

着用しても、着用しなくても

マスクの着用をお願いする場面

咳・くしゃみ・鼻水・発熱

のどの痛みなど、

体調のすぐれない方

職員が感染対策・診療上の

必要があると判断した場合

入院中の患者様
面会時

（病棟では原則、着用をお願いします）

感染症が流行している時期や、

院内で感染者が確認された場合

マスクを外してよい場面の例

待合・診察・会計など

（症状がない場合）

リハビリでの運動

（エアロバイクなど）
※息切れや暑さ、不快感がある場合は

外してかまいません

お願い

着用希望の方がいらっしゃいます。お互いに思いやりを持ってご配慮ください。

咳やくしゃみが出るときは、ティッシュ・ハンカチ・袖などで口と鼻を覆い、

使用後は廃棄・手指衛生をお願いします。手で直接覆わないでください。

職員から着用をお願いされたときは、速やかにマスクを着用してください。

（マスクをお持ちでない場合はご購入いただくことになります。あらかじめご了承ください）

流行状況や院内の状況に応じて、マスク着用のルールを見直すことがあります。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

北千葉整形外科 感染症対策委員会



感染リスクに応じた着用をお願いします
・当院では今後、症状・診療場面・患者リスク・流行状況に応じたマスク着用を行います。

・標準予防策・感染経路別予防策の実施を基本とし、必要な場面では適切な個人防護具を着用します。

・病棟内は対象外となります。病棟勤務時にはマスクの着用をお願いします。

着用を求める場面の例

患者様の安全のため、手指衛生・換気・環境清拭・機器消毒等の標準予防策を徹底してください

職員間でも、お互いの判断を尊重し、思いやりのある行動をお願いします

咳やくしゃみが出るときは、ティッシュ・ハンカチ・袖などで口と鼻を覆い、

使用後は廃棄・手指衛生をお願いします。手で直接覆わないでください

共通のお願い

外してよい場面の例 症状がある職員へのお願い

マスクのみで勤務継続とせず、

上司へ報告し就業可否を判断してください。

無理な勤務は院内感染拡大や

患者様の安全に影響します。

自身に呼吸器症状が

ある場合

症状のある患者の

対応時

飛沫予防策が

必要な場面

血液・体液の飛散が

予想される処置

（標準予防策も適応）

患者さんから着用の

希望があった場合

感染症が流行している時期

または院内で感染者が

確認された場合

病棟外での事務作業や

無症状者への通常対応

外来リハビリの運動指導・

デモンストレーション等で

呼吸負荷が高い場合

※息切れ・暑さ・不快感がある場合は

外して構いません

感染状況に応じた段階運用（概要）
レベル 想 定 状 況 外来 ・ リハビリ 病棟 ・面会

レベル０：平時

レベル１：注意

レベル２：流行・院内発生

地域の呼吸器感染症が低～通常水準、
院内伝播の疑いなし

無症状者は個人判断。症状者、診療上
必要な場面では着用

入院患者・面会者は着用継続

着用継続。
面会方法・人数を再評価

着用継続。
必要に応じ面会制限・ゾーニング

地域の急性呼吸器感染症が増加/
職員・患者の発症が増加/同一部門で
関連が疑われる複数発症例が発生

保健当局の警報・注意喚起/
院内感染が疑われる事例/業務継続に
影響する職員欠勤が発生

全員に着用を強く推奨。高リスク部門
または時間帯で職員着用を必須化

北千葉整形外科 感染症対策委員会

施設全体で一律着用へ一時的に戻す

※再強化の判断は、感染症対策委員会委員長または各クリニックの院長が行います。

流行状況や院内の状況に応じて、マスク着用のルールを見直すことがあります。

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

感染症対策委員会からのお知らせ
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